




























































       FucManGalGlc画Actota1M.W.賜田
        F4.0±0.55、8±1.06.8士0、825.2±3.041.8±5.39103土114214.0士1.8
        HANA2.1±0、38、9士0,84、9±0.518.0土4.033,9士5.67243士165710,8士2.5
 F,HANAの糖鎖の性質を調べる目的で糖部分をradioisotopeでラベルしたvirusよりF,HA-
 NAを得,それぞれ蛋白分解酵素Pronaseで処理し得られた糖ペプチドをBio一.GelP-6カラムに
 かけてアイソトープの分布を調べたところ,HANAからの糖ペプチドは分子量約1200でFUc
 を含まずg!ucosamine(GLcN)を含むものと分子量1700-2300に巾広く分布しFucも
 GIcNも含むものの2種あることが判った。上記の糖組成の結果と併せて可能な糖鎖の組合せを
 平均値で表わすと(Man,Gal)2.8一(G!cNAc)r(分子量約1200の糖鎖)×2.5本;(Fuc)1
 (Man,Ga1)3.5一(GlcNAc)5一(分子量約2000の糖鎖)x2.0本の組合せカ)(Man,Ga1)1.5
 (GlcNAc)4一×2.o本;(Fuc)o.r(Maa,Gal)4.5一(GlcNAc)4.3一×2.4本の組合せのみが
 可能である。大きい方の糖鎖の不均一性は所謂【電microheterog㎝ity"と考えられた。一方Fから
 糖ペプチドは1700-2300のmicroheterogeneityを有する1種類の糖鎖と推定された。
 上と同様に組成を平均値で表現すると(Fuc)13一(Gai)L45一(Man)f.7一(GlcNAc)面一(分
 子量約2300の糖鎖)×4.o本となった。このようにHANAとFとでは糖組成のみならず糖鎖
 の種類も異なっていた。
 糖鎖はvirusenvelopeの表面に外側を向いて突き出しているとされている。従って得られた
 糖鎖の生物学的な役割について検討を加える場合,まずSendaivirusに対する抗体と結合するか
 どうかを調べるのが必要と考え次のような実験を行った。即ちBio-GelP-6溶出の糖鎖のラベル
 フラクションをantiSendaivirusrabbitantiserumと反応させた。contro1としてnor-
 malrabbitserumを同様に糖鎖と処理したのち両方にantlrabbitIgGsheepantiserum
 を加えて生じたAg一《bcomplexを遠心し上清に残る放射能と沈殿に移行する放射能とを液体シ
 ンチレーションカウンターで計数して比較した。その結果Fからの糖鎖においてはantlserum処
 理のものがnormalserum処理のもの(contro1)よりょく沈降した。HANAからの糖鎖では
 Fucを含む大きい方の糖鎖が沈降したが,Fの糖鎖ほどではなかった。HANAの小さい糖鎖で
 はcontro1と差がなく沈降は認められなかった。またこの方法でHANA,F糖蛋白そのものは
 共に完全に沈降し,Fuc,GlcN,それにHANA,FのPronase分解産物であるアミノ酸フラク
 ションは全く沈降しなかった。以.ヒの結果からHANA,F一各糖番白において糖鎖が抗原として
 認識されていることが示された。糖串肖により反応性が異なる理由として1)糖鎖の性質に特異的
 な認識のされ方をする。,即ち糖鎖が識別される。11)抗原認識される際認識され易い配置の仕方
 とされにくい配置の仕方が存在する。などが考えられるが,いずれの場合も今後膜表面における
 糖の役割を明らかにするのに寄与すると思われる。
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 審査結果の要旨
 ウイルスの糖蛋白はエンベロープを持ったウイルスの最外層に存在し,細胞への吸着,侵入に
 その役割を果たすと考えられるがその詳細な化学的研究は今後に残されている重要な課題の1つ
 である。最近著者らはSendalvirusの糖蛋白を生物学的な活性を保ったままで単離すること
 に成功し,生物学的にも化学的にも異なった2種類の糖蛋白の存在を明らかにした。
 この研究の上に立って著者はこれら糖蛋白の糖部分の役割に注目し,それぞれに含まれる糖組
 成を明らかにした。これはウイルスの感染様式を分子レベルで解明するために必要不可欠なステ
 ップである。次に著者はラジオアイソトープで標識した糖をウイルスに取り込ませ,得られた標
 識糖蛋白より単位糖鎖を取り出しその性状を調べて2種類の糖蛋白の糖鎖の間に大きな違いがあ
 ることを見出した。
 ウイルスエンベロープ上の種類の異なる糖蛋白についてそれぞれの糖鎖の性状を明らかにした
 のはこの研究が初めてであり,このウイルスの有する細胞吸着能,ノィラミニダーゼ活性,細胞
 融合能などの生物学的活性と糖蛋白構造との関連を解明する上に重要な知見をもたらしたものと
 いえ,学位授与に値するものと認める。
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